
第 7 回日本心臓リハビリテーション学会近畿地方会 プログラム 

【 Live会場１ 】 

 

10:00-10:10 開会のあいさつ 会長  小笹 寧子 
 
10:10-11:00 優秀演題セッション 

座長・審査員： 斎藤 能彦 （奈良県立医科大学） 

  松尾 善美 （武庫川女子大学）  

審査員： 上坂 建太 （北野病院） 

  仲村 直子 （神戸市立医療センター中央市民病院） 

  黒瀬 聖司 （関西医科大学） 
     
1. 外来心臓リハビリテーション患者における社会的孤立の有無による活動量の差異の検討 

 中村 洋貴（高清会 高井病院 リハビリテーション科） 

2. 外来心臓リハビリテーションによる運動耐容能の変化に関する検討  

佐藤 達也（関西電力病院 リハビリテーション部健康科学研究科／畿央大学 健康科学） 

3. 心不全患者の入院前生活空間と退院時身体機能の関連についての検討 

 佐々木 宏樹（国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院 リハビリテーション科） 

4. 心疾患患者の BIA法による Phase angle と身体機能、栄養指標の関連 

河津 俊宏（関西医科大学附属病院 健康科学センター） 

5. 当院での心不全標準化プログラムに沿った急性期離床プログラムを完了できなかった症例の検討 

槻本 康人（地方独立行政法人市立大津市民病院 リハビリテーション部） 
 
11:20-12:10 教育講演１： 心血管疾患の栄養療法 

座長： 小笹 寧子 （京都大学） 

演者： 簗瀬 正伸 （藤田医科大学） 

共催： 株式会社大塚製薬工場／イーエヌ大塚製薬株式会社 
 
12:30-13:20 教育講演２： 心臓リハビリテーション中のイベント発生に対する漢方医学的アプローチと 

  西洋医学的アプローチのクロストーク 

座長： 小笹 寧子 （京都大学） 

演者： 吉田 和弘 （よしだ循環器内科クリニック） 

共催： 株式会社ツムラ 
 
13:30-15:00 シンポジウム１： SHD（Structural Heart Disease； 構造的心疾患）の心臓リハビリテーション 

座長： 横松 孝史 （三菱京都病院） 

 本多  祐 （兵庫県立姫路循環器病センター） 

1． TAVI患者の心臓リハビリテーション  菊池 篤志 （大阪急性期・総合医療センター） 

2． 超高齢社会の実情と TAVI患者のリハビリテーション  高尾 弘志 （大阪急性期・総合医療センター） 

3． MitraClipの適応と治療の実際  渡部 宏俊 （京都大学） 

4． MitraClip周術期の心臓リハビリテーション  松下 愛里 （京都大学） 

5． VAb装着患者の心臓リハビリテーション  望月 宏樹 （国立循環器病研究センター） 

6． 左室補助人工心臓装着患者に対する心臓リハビリテーションの実際と課題  

  北垣 和史 （国立循環器病研究センター／四條畷学園大学） 
 
15:10-15:40 特別企画１： HIIT 概論  

座長： 井澤 和大 （神戸大学） 

演者： 礒  良崇 （昭和大学藤が丘病院／リハビリテーション病院） 
 
15:50-16:40 特別講演： 循環器臨床研究 どう取り組み、どう考える 

座長： 民田 浩一 （明石医療センター） 

演者： 木村  剛 （京都大学） 
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16:40-17:00 閉会式 

  優秀演題セッション表彰式 

開会のあいさつ 会長  小笹 寧子 

 

【 Live会場２ 】 

 

10:10-11:00 シンポジウム２： 心臓リハビリテーション患者における治療薬の注意点 

座長： 坂田 泰史 （大阪大学） 

 古川  裕 （神戸市立医療センター中央市民病院） 

1． 心臓リハビリテーション患者とポリファーマシー  近藤 博和 （天理よろず相談所病院） 

2． GDMT推進時代における心不全治薬物療法の留意点  芦川 直也 （豊橋ハートセンター） 

3． 在宅高齢者のお薬を看護の視点で考える  富山美由紀 （のぞみハートクリニック） 

4． 多剤併用・ポリファーマシー対策における退院支援の役割  松本 祐子 （三菱京都病院） 

 

11:20-12:10 

シンポジウム３： 患者教育・コーチング・メンタルヘルス 

座長： 木村  穣 （関西医科大学） 

 宮脇 郁子（神戸大学） 

1． 心臓リハビリテーションで行える患者教育  鷲田 幸一 （京都大学） 

2． 患者教育再考  深澤 龍永 （三菱京都病院） 

3． 栄養指導を通じた患者教育について  吉内佐和子 （関西医科大学） 

4． 心が投影された動作に気づく―患者本来の意欲を促すために―  梅田 陽子 （京都大学） 

 

12:30-13:20 教育講演３： 心不全診療における ARNIの意義 

座長： 加藤 貴雄 （京都大学） 

演者： 桑原宏一郎 （信州大学） 

共催： 大塚製薬株式会社／ノバルティスファーマ株式会社 

 

13:30-15:00 パネルディスカッション： 今後の心臓リハビリテーション 

座長： 谷口 良司 （兵庫県立尼崎総合医療センター） 

 宇佐美俊輔 （関西電力病院） 
 
1. レインボー手帳を用いた地域連携  岩津 弘太郎（枚方公済病院） 

2. コロナ禍の京都の心臓リハビリテーションどうなってる？  神田豊子 （京都民医連中央病院） 

3. 在宅高齢者心不全患者に対するリハビリテーション   

 岡田健一郎 （医療法人社団ゆみの のぞみハートクリニック） 

4. 遠隔心リハを経験して―遠隔リハの実際とそこから見えた課題―  

  大條幹人 （兵庫県立尼崎総合医療センター） 

5. 安定狭心症・PCI後の心リハ 森下好美 （もりした循環器科クリニック） 

 

15:10-15:40 特別企画２： 心不全患者の運動耐用能評価―疾患別の評価― 

座長： 今井  優 （康生会クリニック） 

演者： 白石 裕一 （京都府立医科大学） 

共催： ミナト医科学株式会社 
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プログラム・一般演題 
オンデマンド配信 2022年 2月 11日（金）～18日（金）10:00 

 

一般演題１： 患者教育 

座長： 小林 成美（神戸大学），小西 治美（国立循環器病研究センター） 

1 入退院を繰り返す重症心不全患者に対し外来心臓リハビリテーションを導入し再入院を予防できた一症例 

 井石 和磨（医療法人川崎病院 リハビリテーション科） 

2 包括的心臓リハビリテーションが行動変容に繋がった一症例  

石井 智史（医療法人 亀岡病院 リハビリテーションセンター） 

3 自覚症状が乏しい心不全患者において呼吸様式に着目した指導を行うことで、心不全増悪予防ができた 1

症例 綾川 耀介（兵庫県立尼崎総合医療センター リハビリテーション部） 

4 活動量計を用いた心臓リハビリテーション患者への運動指導 

 増本 枝里子（京都大学医学部附属病院 リハビリテーション部） 

5 集団指導による患者教育の効果について  

新谷 嘉寿美（医療法人 川崎病院 看護部） 

 

一般演題２： 運動・ＣＰＸ 

座長： 木股 正樹（大津市民病院），笹沼 直樹（兵庫医科大学） 

1 呼吸リハビリテーションに依り増加した酸素抽出能は進行した COPDの運動耐容能と換気効率を改善させ

る 三木 啓資（NHO大阪刀根山医療センター 呼吸器内科） 

2 当院における成人先天性心疾患患者に対する外来心臓リハビリテーションの取組み 

 嘉悦 泰博（加古川中央市民病院 循環器内科） 

3 短期間に著明な運動耐容能改善を認めた COVID-19 後に広範囲前壁心筋梗塞を合併した患者の心臓リ

ハビリ 吉田 貴信（兵庫県立尼崎総合医療センター 心臓リハビリテーション室） 

4 Peak VO2が長期にわたり段階的に改善した重症心不全・慢性腎臓病患者の一症例  

服部 鏡子（兵庫県立尼崎総合医療センター 心臓リハビリテーション室） 

5 入院期心不全患者における歩行速度の変化に関する実態調査  

大木 敦司（国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院 リハビリテーション科） 

 

一般演題３： 維持期 

座長： 林 宏憲（林ハートクリニック），川上 利香（大阪府済生会吹田病院）  

1 超高齢心不全にも関わらず併存疾患が少ない患者の特性について 

池田 力（国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院 リハビリテーション科） 

2 包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）患者に対するリハビリテーション介入の現状  

居村 修司（医療法人徳洲会岸和田徳洲会病院 リハビリテーション科） 

3 急性心不全患者における入院中の経口摂取量に与える影響因子の検討  

上田 耕平（国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院 栄養科） 

4 心臓外科術後症例における術後認知機能障害と術前フレイルの関連 

藤原 志帆（岸和田徳洲会病院 リハビリテーション科） 

5 維持期心臓リハビリテーション教室長期参加患者の血中 ADMA濃度 

 棚橋 嵩一郎（京都薬科大学） 
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一般演題４： 高齢患者 

座長： 中根 英策（北野病院），大石 醒悟（県立姫路循環器病センター） 

1 Impella長期留置の高齢重症心不全患者において、早期離床により独歩退院ができた１症例  

中野 善之（兵庫県立尼崎総合医療センター リハビリテーション部） 

2 訪問リハビリテーションを実施した高齢心不全患者の身体機能と短期的変化の特徴：単施設後方視的観察

研究 大浦 啓輔(のぞみハートクリニック) 

3 経皮的僧帽弁クリップ術を受けた重症サルコペニアを有する心不全患者の経過 

 北川 佳奈（兵庫県立尼崎総合医療センター 心臓ハビリテーション室） 

4 Platypnea-orthodeoxia症候群を呈した一症例  

曽田 祥正（独立行政法人市立大津市民病院 リハビリテーション部） 

5 30秒椅子立ち上がりテストと身体機能の関連性についての検討 ～老人保健施設の入所者を対象者とし

て～ 岡元 貴之（医療法人社団 六心会 恒生病院） 

 

一般演題５： 症例報告 

座長： 谷本 貴志（和歌山県立医科大学）， 高橋 敬子（兵庫医科大学） 

1 イバブラジン投与で運動耐容能が改善した慢性心不全患者の一例  

堀田 幸造（兵庫県立尼崎総合医療センター 循環器内科） 

2 特発性冠動脈解離後の患者に対して、心臓リハビリテーションを施行し運動耐容能の改善を得た一例  

安藤 柚月（神戸市立医療センター中央市民病院） 

3 封入体筋炎を有した心臓弁膜症術後患者に対し多職種連携し自宅退院した 1例  

鳥本 真由（滋賀医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部） 

4 多職種による定期的な評価、観察を行ったことで心機能改善に至った心不全症例  

 岩佐 精志（天理よろづ相談所病院 リハビリテーション部） 

5 当院外来心臓リハビリの効果～限定的外来心臓リハビリにおける在宅運動療法の個別指導の結果検証～ 

内田 佑樹（大津赤十字病院 リハビリテーション科） 

6 外来心リハが冠動脈バイパス術後透析患者に合併したサルコペニアに有効であった 2例  

西岡 慎夫（医療法人 白岩内科医院） 

 

一般演題６： COVID-19 

座長： 豊福 守（日本赤十字社和歌山医療センター），川口 民郎（滋賀医科大学） 

1 コロナ禍で運動内容が制約された当院外来心臓リハビリテーションの意義  

山下 真由子（京都民医連中央病院 リハビリテーション部） 

2 新型コロナウイルス感染症拡大下で休止となった心臓リハビリテーションの再開に向けた取り組み 

 遠藤 紘一（市立豊中病院 リハビリテーション部） 

3 COVID-19流行下における当院心臓リハビリテーション外来の感染対策 

 吉田 浩実（奈良県総合医療センター リハビリテーション部） 

4 2020年 COVID19感染拡大初期における当院の通院リハビリの結果 

 佐伯 一（地域医療機能推進機構 JCHO 大阪病院） 
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